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特集

全
議
案
を
可
決
承
認

【
報
告
事
項
】

　 

令
和
３
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益

計
算
書
、
注
記
表
の
内
容
及
び
付

属
明
細
書
並
び
に
会
計
監
査
人
の

監
査
報
告
及
び
監
事
の
監
査
報
告

の
件

【
第
１
号
議
案
】

　 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
案
承
認
の
件

【
第
２
号
議
案
】

　 

経
営
基
盤
強
化
積
立
金
創
設
の
件

【
第
３
号
議
案
】

　 

中
期
経
営
計
画
並
び
に
令
和
４
年

度
事
業
計
画
設
定
の
件

【
第
４
号
議
案
】

　 

支
店
等
再
編
計
画
の
件

【
第
５
号
議
案
】

　 

令
和
４
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び

監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

【
第
６
号
議
案
】

　 

定
款
変
更
の
件

【
第
７
号
議
案
】

　 

規
約
変
更
の
件

第
29
回
通
常
総
代
会
議
案

第29回通常総代会開催
　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
５
月
28
日
「
第

29
回
通
常
総
代
会
」
を
本
店
多
目
的

研
修
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
通
常
総
代
会
は
昨
年
に

続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
組
合
員
の

ご
理
解
・
ご
協
力
の
も
と
、
議
決
権

行
使
書
を
中
心
と
し
た
賛
否
の
議
決

に
よ
る
総
代
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
田
口
副
組
合
長
が
、
総
代
数
５
４

１
名
に
対
し
、
本
人
出
席
16
名
、
代

理
出
席
０
名
、
書
面
出
席
４
４
５
名
、

計
４
６
１
名
と
な
り
、
出
席
者
が
過

半
数
以
上
と
な
り
第
29
回
通
常
総
代

会
の
成
立
を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
堀
米
組
合
長
よ
り
、「
当
Ｊ
Ａ
に

お
い
て
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
は
一
部

し
か
開
催
出
来
ず
、
座
談
会
も
中
止

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
米
価
の
下
落
や
世
界
的
原
油
高

に
よ
る
生
産
資
材
の
高
騰
と
、
農
業

に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
状
況
に
見
舞

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
経
営
に

お
き
ま
し
て
は
、
信
用
事
業
に
お
け

る
マ
イ
ナ
ス
金
利
の
影
響
を
引
き
続

き
受
け
る
中
、
事
業
管
理
費
や
事
業

▲挨拶をする堀米組合長

▲祝辞を述べる中澤会長

▲祝辞を述べる関口部長

経
費
の
削
減
に
努
め
、
経
常
利
益
に

お
い
て
前
年
並
み
の
結
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
信
用
事
業
で
は
、

地
域
活
性
化
の
役
割
を
担
う
支
店
の

整
備
を
行
い
、
出
向
く
体
制
を
整
え
、

今
後
も
地
域
金
融
機
関
と
し
て
の
利

便
性
の
向
上
、
融
資
に
よ
る
農
業
経

営
や
生
活
の
支
援
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
資
金
運
用
力
を
高
め
、
経
営

の
安
定
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
共
済

事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
相
互
扶
助

の
精
神
で
組
合
員
の
保
障
の
充
実
は

も
ち
ろ
ん
、
今
後
も
他
の
金
融
機
関

や
保
険
会
社
に
負
け
な
い
、
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
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（全体運）性急になり過ぎないよう行動をセーブして。じっくり取り組めば好結果に。衝動買いに注意。下旬は勝負強さあり
（健康運）食べ過ぎは思った以上のダメージに。運動を
（幸運の食べ物）ズッキーニ

組
合
員
や
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ

Ａ
と
し
て
、
役
職
員
で
力
を
合
わ
せ

て
、
地
域
農
業
の
維
持
を
基
本
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
次
の
世
代
に
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
と

い
う
組
織
を
、
し
っ
か
り
引
き
継
い

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

　
表
彰
は
、
当
組
合
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
特
別
表
彰
と
組
合
員
表
彰
33

名
の
方
へ
、「
感
謝
状
」
と
「
記
念
品
」

が
各
支
店
よ
り
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
青

壮
年
部
部
長
関
口
直
樹
さ
ん
、
Ｊ
Ａ

た
か
さ
き
女
性
会
会
長
中
澤
幸
子
さ

ん
か
ら
祝
辞
を
頂
き
総
代
会
に
花
を

添
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
議
長
に
堤
頼
康
氏
（
大

類
地
区
）、富
沢
一
敏
氏（
八
幡
地
区
）

が
選
任
さ
れ
、
議
事
が
順
調
に
進
行
。

　
各
議
案
と
も
熱
心
な
審
議
が
行
わ

れ
、
上
程
さ
れ
た
７
議
案
は
全
て
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▲議長に選出された堤氏

▲議長に選出された富沢氏

て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
農
業
・
Ｊ

Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な
る

中
、
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
の
実
行
を
確
実

な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
経
営
基

盤
の
確
立
・
強
化
に
向
け
、
経
済

事
業
の
収
支
改
善
や
地
域
実
態
を
踏

ま
え
た
支
店
等
再
編
整
備
計
画
に
重

点
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た

第
42
回
Ｊ
Ａ
群
馬
県
大
会
で
目
標
と

し
て
掲
げ
ら
れ
た
10
年
後
の
目
指
す

姿
と
し
て
「
協
同
組
合
と
し
て
の
役

割
発
揮
」「
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
へ
の
貢
献
」「
持
続
可
能

な
農
業
の
実
現
」
を
基
本
方
針
に
、

▲議案に賛成する総代の皆さん

新
　
井
　
一
　
美

安
　
藤
　
ヨ
シ
子

五
十
嵐
　
粂
　
寿

井
　
草
　
尚
　
子

伊
　
澤
　
和
　
男

井
　
田
　
育
　
子

大
　
澤
　
教
　
子

北
　
島
　
　
　
晃

木
　
村
　
重
　
成

木
　
村
　
　
　
保

清
　
塚
　
俊
　
男

倉
　
林
　
房
　
雄

小
　
林
　
正
　
一

斉
　
藤
　
千
　
秋

齋
　
藤
　
　
　
昇

櫻
　
井
　
　
　
薫

櫻
　
井
　
順
　
一

中
村
　
　
滋
（
高
崎
市
農
協
前
組
合
長
）

清
　
水
　
　
　
博

須
　
藤
　
富
　
子

須
　
永
　
和
　
昭

善
如
寺
　
　
　
甚

髙
　
木
　
久
　
子

高
　
橋
　
常
　
行

田
　
端
　
芳
　
明

塚
　
越
　
　
　
勝

徳
　
江
　
俊
　
枝

中
　
澤
　
伊
佐
男

贄
　
田
　
彰
　
子

眞
　
下
　
友
　
良

松
　
本
　
憲
　
一

宮
　
田
　
宗
　
茂

湯
　
浅
　
孝
　
信

綿
　
貫
　
廉
　
二

組
合
員
表
彰

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

特

別

表

彰
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（全体運）努力の成果が目に見えやすく、やりがいを感じられるとき。新しいチャレンジも吉と出ます。予定は早めに立てて
（健康運）目の疲れに注意を。頭痛は甘く見ないで
（幸運の食べ物）サクランボ

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
大
類
種
子
麦
採
種

圃
組
合
は
５
月
31
日
、
麦
種
子
圃
場

検
査
を
行
い
ま
し
た
。
県
西
部
農
業

事
務
所
、
米
麦
大
豆
振
興
協
会
、
Ｊ

Ａ
全
農
ぐ
ん
ま
な
ど
の
関
係
機
関
合

わ
せ
て
10
人
が
立
ち
会
い
ま
し
た
。

圃
場
検
査
は
、
５
月
２
日
に
続
き
今

回
が
２
回
目
。

　
同
組
合
で
は
『
ゆ
め
か
お
り
』
を

４
・
85
㌶
作
付
け
て
お
り
、
２
人
の

圃
場
を
対
象
に
15
ヶ
所
を

一
筆
ご
と
に
検
査
し
ま
し

た
。
前
回
の
指
摘
事
項
が

改
善
さ
れ
て
い
る
か
の
確

認
も
含
め
、
異
種
混
入
、

雑
穂
や
病
害
虫
の
発
生
、

生
育
の
程
度
を
判
定
。
検

査
の
結
果
、
13
圃
場
が
合

格
し
ま
し
た
。

　
検
査
後
の
講
評
で
同
農

業
事
務
所
の
北
爪
主
幹
は
、

「
合
格
と
な
っ
た
圃
場
で

も
程
度
の
差
は
あ
る
が
、

倒
伏
し
て
い
る
所
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
か
ら
の
状
況

を
見
て
、
別
に
刈
り
取
り

を
す
る
よ
う
に
」
と
指
導

　
タ
マ
ネ
ギ
収
穫
体
験
祭
り
は
、
恒

例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
。
今
年

は
初
め
て
、
Ｊ
Ａ
の
信
用
事
業
・
住

宅
ロ
ー
ン
の
利
用
者
も
招
き
、
一
緒

に
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。
同
支
部

と
Ｊ
Ａ
は
、
農
業
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
地
域
住
民
や
Ｊ
Ａ
利
用
者
と
交
流

を
図
っ
て
い
ま
す
。

し
ま
し
た
。
米
麦
協
会
の
小
宮
山
次

長
は
「『
ゆ
め
か
お
り
』
の
需
要
に

応
え
る
た
め
、
一
粒
で
も
多
く
出
荷

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
刈
り
取
り
後
、
乾
燥
・
調
整
を
行

い
、
発
芽
試
験
や
下
見
会
を
経
て
、

７
月
20
日
に
最
終
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
計
画
生
産
量
は
、
４
５

０
袋
（
１
袋
30
㌔
）
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
自
立
経
営
農
家
研
究
協
議
会
佐
野

支
部
と
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
５
月
21
日
、

高
崎
市
上
佐
野
町
の
圃
場
で
、
タ
マ

ネ
ギ
収
穫
体
験
祭
り
を
開
き
ま
し
た
。

　
親
子
づ
れ
な
ど
２
０
０
人
を
超
え

る
地
域
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
地
域
交
流
を
目
的
に
、
同
支
部
で

は
２
０
０
１
年
よ
り
遊
休
農
地
を
活

用
し
て
タ
マ
ネ
ギ
を
育

て
て
い
ま
す
。
収
穫
体

験
で
地
域
住
民
と
の
交

流
を
図
る
ほ
か
、
地
元

の
佐
野
小
学
校
の
児
童

を
対
象
に
、
植
え
付
け

と
収
穫
の
農
業
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
会
員
15
人

が
丹
精
し
て
育
て
た
タ

マ
ネ
ギ
に
、
参
加
者
は

開
始
前
か
ら
行
列
と
な

り
ま
し
た
。
収
穫
が
始

ま
る
と
１
時
間
足
ら
ず

で
10
㌃
、
約
１
６
，
０

０
０
個
の
タ
マ
ネ
ギ
は

残
す
こ
と
な
く
す
べ
て

収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

大盛況のタマネギ収穫体験祭り

生育状況等を確認する検査員

タ
マ
ネ
ギ
収
穫
体
験
祭
り
盛
況

信
用
・
住
宅
ロ
ー
ン
利
用
者
も
参
加

高
品
質
な
麦
種
子
確
保
へ
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（全体運）高め安定運。周囲の協力を得やすくなっています。１人で頑張ろうとせず周りに声をかけて。充実感がアップ
（健康運）音楽鑑賞が癒やしに。香りの良いお茶も吉
（幸運の食べ物）高原キャベツ

TOPICS

す
い
。
日
中
の
暑
い
時
間
帯
の
収
穫

は
避
け
る
よ
う
に
」
と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
気
温
の

高
く
な
る
日
が
増
え
て
く
る
こ
と
か

ら
、
熱
中
症
へ
の
注
意
を
促
し
ま
し

た
。

　
目
ぞ
ろ
え
会
で
は
、
野
菜
セ
ン

タ
ー
の
担
当
者
が
、
出
荷
規
格
や
品

質
基
準
を
説
明
。
市
場
出
荷
向
け
の

Ａ
品
と
、
加
工
コ
ン
テ
ナ
出
荷
の
Ｂ

品
、
量
目
な
ど
の
注
意
点
を
申
し
合

わ
せ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
生
産
者
が
目
ぞ
ろ
え
会

用
に
収
穫
し
た
梅
を
手
に
取
り
、
規

格
を
確
認
し
ま
し
た
。

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
西
部
農
業
事
務
所
と
Ｊ
Ａ
で
は

圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
を
巡
回
し
て
刈

取
り
適
期
を
判
断
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、

栽
培
講
習
会
を
開
く
な
ど
、
実
需
者

の
望
む
良
質
麦
の
生
産
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
管
内
で
は
５
月
下

旬
に
大
麦
の
収
穫
期
を
迎
え
ま
し
た
。

刈
取
り
適
期
に
合
わ
せ
て
、
東
南
部

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
下
滝

町
）
で
は
、
５
月
26
日
か
ら
、
北
部

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
５
月
28
日
か

ら
大
麦
の
荷
受
け
を
行
い
ま
し
た
。

　
管
内
の
大
麦
生
産
は
６
人
の
認
定

農
業
者
と
４
法
人
が
98
㌶
の
面
積
で

作
付
け
て
い
ま
す
。

　
品
種
は
六
条
大
麦

の
「
シ
ュ
ン
ラ
イ
」。

主
に
山
梨
県
の
精
麦

メ
ー
カ
ー
に
出
荷
さ

れ
、
押
麦
や
麦
茶
と

し
て
加
工
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
産
の
麦
は
、

寒
さ
と
乾
き
で
例
年

と
比
べ
生
育
遅
れ
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
順
調
に
回
復
。

地
域
農
業
の
担
い
手

に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当

者
（
愛
称
Ｔ
Ａ
Ｃ
＝

タ
ッ
ク
）
の
適
期
防

除
の
呼
び
か
け
で
、

赤
か
び
病
の
発
生
も

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
梅
部
会
は
、
５
月

23
日
、
高
崎
市
浜
川
町
の
北
部
ア
グ

リ
セ
ン
タ
ー
で
、
大
梅
出
荷
目
ぞ
ろ

え
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
や
関

係
者
25
人
が
参
加
し
、
出
荷
規
格
の

確
認
や
現
物
で
の
目
合
わ
せ
を
行
い

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
ぐ
ん
ま
園
芸
販
売
課
の

佐
藤
担
当
が
、
市
場
動
向
並
び
に
産

地
情
勢
に
つ
い
て
説
明
。「
他
産
地

で
の
生
育
遅
れ
で
入
荷
量
は
少
な
い
。

主
産
地
の
和
歌
山
で
も
低
温
干
ば
つ

の
影
響
で
生
育
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
全
体
的
に
小
玉
傾
向
で
あ
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
西
部
農
業
事
務
所
の
小
山
主
幹

が
、
収
穫
時
期
に
発
生
す
る
病
害
虫

の
「
タ
マ
カ
タ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
」
と
、

梅
雨
期
が
長
く
降
雨
が
多
い
と
多
発

す
る
「
す
す
斑
病
」
に
つ
い
て
説
明
。

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
中
旬
が
防
除

適
期
で
あ
る
が
、
収
穫
期
間
中
の
た

め
、
収
穫
前
日
ま
で
散
布
が
可
能
な

農
薬
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
日
中
30
℃
を
超
す
日
の

昼
か
ら
夕
方
の
収
穫
は
、
果
実
が
水

分
不
足
と
な
り
陥
没
症
が
発
生
し
や

適期の刈取りをする生産者

目
ぞ
ろ
え
会
で
規
格
を
確
認

大
麦
適
期
刈
取
り

ウメの規格を確認する生産者



蟹　座 ６/22～７/22 ❻

広報通信から

（全体運）太陽の恵みを受けて大きな成果が期待できます。気になっていたことを調べたりするのもお勧め。うれしいお誘いも
（健康運）友人と過ごす何げない時間が元気回復に
（幸運の食べ物）スイカ



７/23～８/22獅子座❼

広報通信から

（全体運）上昇運です。一筋縄ではいかないことも諦めずに続ければゴールへと前進。迷ったときには初心に返って◎
（健康運）頑張り過ぎは禁物。休憩を入れましょう
（幸運の食べ物）トウガラシ



乙女座 ８/23～９/22 ❽

agriculture

西部農業事務所より

お知らせ

　
梅
雨
明
け
か
ら
夏
に
か
け
て
被
害

を
も
た
ら
す
ハ
ダ
ニ
。
そ
の
被
害
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
花
き
を
栽
培
す

る
上
で
ハ
ダ
ニ
の
被
害
を
防
ぐ
こ
と

は
重
要
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
ハ

ダ
ニ
の
生
態
や
防
除
方
法
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

１
．
ダ
ニ
の
生
態

◇
ハ
ダ
ニ
類
（
ナ
ミ
ハ
ダ
ニ
・
カ
ン

ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
）

　
大
き
さ
は
両
方
と
も
０
・
５
㎜
程

度
で
、
色
は
赤
色
ま
た
は
橙
色
（
と

き
に
は
淡
黄
緑
色
）
で
す
。
主
に
葉

裏
に
寄
生
し
て
い
ま
す
。

（全体運）あれこれやりたいことが出てきそう。状況を整理して優先順位をつけて。頼まれ事を引き受けると、そこから開運
（健康運）スポーツにツキあり。体を動かして
（幸運の食べ物）エダマメ

花きのハダニ対策

２
．
多
発
条
件

　
高
温
で
乾
燥
、
晴
天
が
続
く
と
多

発
し
ま
す
。
降
雨
が
直
接
当
た
ら
な

い
ハ
ウ
ス
で
は
多
発
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

３
．
耕
種
的
防
除

　●
周
辺
雑
草
の
徹
底
除
草

　
ダ
ニ
類
は
雑
草
を
含
め
、
多
く
の

植
物
を
エ
サ
に
し
て
い
ま
す
。
い
く

ら
農
薬
を
散
布
し
て
も
す
ぐ
近
く
に

逃
げ
場
や
エ
サ
場
が
あ
っ
て
は
、
効

果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
周

辺
雑
草
の
除
草
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　●
除
草
作
業
後
の
薬
剤
散
布

　
ダ
ニ
は
新
鮮
な
エ
サ
を
求
め
て
移

動
す
る
習
性
が
あ
る
の
で
、
除
草
剤

を
散
布
し
た
ら
農
作
物
に
移
動
す
る

可
能
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

除
草
剤
散
布
の
２
～
３
日
後
に
は
ダ

ニ
剤
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

４
．
薬
剤
防
除

　
発
生
初
期
の
薬
剤
散
布
が
効
果
的

で
す
。
そ
の
際
に
は
ダ
ニ
が
い
る
葉

裏
を
狙
っ
て
薬
液
を
十
分
に
散
布
し

て
、
散
布
ム
ラ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
残
っ
た
虫
は
す
ぐ
増
殖
し
、

２
週
間
後
く
ら
い
に
は
元
の
状
態
に

戻
っ
て
し
ま
う
の
で
、
多
発
時
は
何

種
類
も
混
用
す
る
の
で
は
な
く
、
３

日
に
１
回
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
連
続

し
て
散
布
す
る
方
が
効
果
は
高
く
な

り
ま
す
。

　
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ス
リ
ッ
プ
ス
類

（
ミ
カ
ン
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
・
ミ

ナ
ミ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
）
も
花
、

茎
、葉
に
寄
生
し
、被
害
を
与
え
ま
す
。

　
薬
剤
散
布
時
は
必
ず
ラ
ベ
ル
を
確

認
し
て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

西部農業事務所
普及指導課

園芸指導係　石川　ひとみ

写真：ハダニが寄生したキク

図：集中防除例　　　　　



天秤座 ９/23～10/23❾

広報通信から

園芸研究家●成松　次郎

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
●
檜
山
　
靖
洋

（全体運）最初は戸惑うことが多そうですが、次第に好転。慌てずゆっくり進めれば望んでいた方へと向かえます
（健康運）健康診断は受けて◎。冷えに気を付けて
（幸運の食べ物）ブルーベリー

カラシナ　ピリッとした辛みを楽しむ

　
カ
ラ
シ
ナ
（
芥
子
菜
）
は
ア

ブ
ラ
ナ
科
の
不
結
球
菜
類
で
、

ピ
リ
ッ
と
し
た
辛
み
の
ア
リ
ル

イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
は
、
食

欲
増
進
と
殺
菌
効
果
を
示
し
ま

す
。
栄
養
成
分
と
し
て
、
ビ
タ

ミ
ン
類
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含

む
緑
黄
色
野
菜
で
す
。
カ
ラ
シ

ナ
は
や
や
冷
涼
な
気
候
に
適
し
、

夏
の
暑
さ
に
弱
い
も
の
の
、
寒

さ
に
は
強
い
野
菜
で
す
。
そ
の

た
め
秋
ま
き
し
、
秋
～
冬
取
り

が
一
般
的
で
す
。

［
品
種
］
日
本
各
地
に
固
有
の

品
種
が
あ
り
、
山
形
青
菜
（
山

形
）、山
潮
菜（
福
岡
）、島
菜（
沖

縄
）
な
ど
。
ま
た
、
葉
が
柔
ら

か
い
「
セ
リ
フ
ォ
ン
」（
サ
カ

タ
の
タ
ネ
）、
赤
紫
に
色
づ
く

「
コ
ー
ラ
ル
リ
ー
フ
プ
ル
ー
ム
」

（
タ
キ
イ
種
苗
）、
ち
り
め
ん
状

の
「
グ
リ
ー
ン
フ
リ
ル
」（
ト

キ
タ
種
苗
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

［
畑
の
準
備
］
植
え
付
け
２
週

間
前
に
、
１
平
方
ｍ
当
た
り

苦
土
石
灰
１
０
０
ｇ
を
ま
い

て
、
深
く
土
を
耕
し
て
お
き
ま

す
。
１
週
間
前
に
畝
幅
60
～
70

㎝
、
幅
15
～
20
㎝
の
溝
を
掘
り
、

こ
の
溝
１
ｍ
当
た
り
元
肥
と
し

て
化
成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分

10
％
）
１
０
０
ｇ
程
度
と
堆
肥

２
㎏
を
施
し
て
土
を
戻
し
、
く

わ
で
ま
き
床
が
平
ら
に
な
る
よ

う
な
ら
し
ま
す
（
図
１
）。

［
種
ま
き
］
溝
全
体
に
２
㎝
く

ら
い
の
間
隔
に
種
ま
き
し
ま
す

（
図
２
）。
な
お
、
苗
作
り
を
す

る
場
合
、
９
㎝
ポ
リ
鉢
に
５
～

６
粒
ま
き
、
間
引
き
し
て
本
葉

５
～
６
枚
の
苗
に
仕
上
げ
ま
す
。

［
間
引
き
］
じ
か
ま
き
で
は
、

１
回
目
は
本
葉
２
～
３
枚
時
に

株
間
５
～
６
㎝
、
２
回
目
は
本

葉
５
～
６
枚
時
に
株
間
10
㎝
く

ら
い
に
間
引
き
ま
す
。
そ
の
後
、

１
株
お
き
に
若
取
り
し
、
残
さ

れ
た
株
で
大
株
取
り
も
で
き
ま

す
。
初
め
か
ら
大
株
取
り
を
狙

う
場
合
は
、
株
間
を
20
㎝
く
ら

い
に
し
ま
す
（
図
３
）。

［
管
理
］
大
株
取
り
で
は
、
追

肥
と
し
て
年
内
と
年
明
け
に
、

１
回
当
た
り
畝
の
長
さ
１
ｍ
に

つ
き
化
成
肥
料
を
50
ｇ
く
ら
い

与
え
ま
す
（
図
４
）。
厳
寒
期

の
冬
取
り
で
は
、
霜
に
よ
る
葉

傷
み
を
軽
減
す
る
た
め
に
不
織

布
を
べ
た
が
け
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

［
病
害
虫
防
除
］
ア
オ
ム
シ
、

コ
ナ
ガ
に
は
ゼ
ン
タ
ー
リ
顆
粒

水
和
剤
（
Ｂ
Ｔ
剤
）
な
ど
で
防

除
し
ま
す
。
な
お
、
種
ま
き
後

は
防
虫
ネ
ッ
ト
や
不
織
布
の
べ

た
が
け
を
し
て
、
害
虫
の
食
害

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

［
収
穫
］
草
丈
20
㎝
く
ら
い
の

小
株
か
ら
収
穫
（
若
取
り
）
を

始
め
、
大
株
取
り
で
は
草
丈
30

～
40
㎝
で
株
元
か
ら
刈
り
取
り

ま
す
（
図
５
）。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地

を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　
夏
に
夕
立
は
付
き
も
の
で
す
が
、
近
年
は
夕
立

と
い
え
る
よ
う
な
風
情
の
あ
る
降
り
方
で
は
な
く
、

災
害
の
危
険
が
あ
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
ゲ
リ
ラ

豪
雨
み
た
い
な
降
り
方
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
雨
は
、
発
達
し
た
積
乱

雲
が
も
た
ら
し
ま
す
の
で
、
雷
を
伴
う
こ
と
も
多

く
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
、
雷
が
光
っ
て
か
ら
雷
鳴
が
聞
こ

え
る
ま
で
数
え
て
、「
10
秒
あ
る
か
ら
、
ま
だ
遠

く
て
大
丈
夫
」
な
ど
と
言
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
　
10
秒
あ
れ
ば
、
３
㎞
ほ
ど
離
れ
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
積
乱
雲
の
水
平
方
向
へ
の

広
が
り
は
、
数
㎞
か
ら
十
数
㎞
あ
り
、
雷
鳴
が
聞

こ
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
雷
雲
の
下
に
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
の
雷
が
自
分
の
所
に
来

て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
雷
が
光
っ
て
か
ら

鳴
る
ま
で
何
秒
あ
っ
て
も
、
雷
の
音
が
聞
こ
え
た

ら
、
す
ぐ
に
建
物
の
中
や
、
車
、
バ
ス
、
電
車
の

中
な
ど
に
入
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

雷
が
光
っ
て
鳴
る
ま
で
10
秒
、

ま
だ
安
全
？

イラスト：小林裕美子

イラスト：服部新一郎



蠍　座 10/24～11/22 �

広報通信から

野菜もの知り百科
土壌医●藤巻　久志

ヘルス＆ビューティー 健康科学アドバイザー●福田　千晶

（全体運）ハプニングの気配が。ドキッとすることがあっても冷静に。災いを転じて福となします。臨機応変に動きましょう
（健康運）体を動かす前に準備体操を。腰は大切に
（幸運の食べ物）トウガン

　蒸し暑くなる季節に感染したり悪化しやすい皮膚
の病気の一つに「水虫（足白癬＝あしはくせん）」
があります。水虫は「白癬菌」と呼ばれるカビの一
種が原因です。公衆浴場やプールの足拭きマット、
スリッパの共用などで感染しやすく、家族間での感
染も多く見られます。
　水虫の症状には、足の裏の皮がむけたり、水膨れ
ができたり、足の指と指の間が白くふやけたり、皮
がむけて赤くなったりすることがあります。こうし
た症状は高温多湿になるこれからの季節に悪化しや
すくなります。また、季節にはあまり関係なく、足
の裏が硬くなる症状もあります。
　さらに白癬菌が爪に入ると「爪白癬」になります。
爪が白く濁り、分厚くなって、ポロポロ折れやすく
もろくなります。
　夏は素足にサンダルを履く機会も増えます。足白
癬で足の指の皮がむけていたり、赤くなったりする
と素足やサンダルでは、目立つことがあります。ま
た、爪白癬になると爪が白く厚くなって艶がなくな
るため、意外に目に付くものです。白癬は感染する
病気でもあるため、不潔な印象を与えがちです。す

てきなサンダルでおしゃれをしても、足に水虫が見
えていると台無しになります。
　水虫は、接触性皮膚炎など似ている症状の病気も
あるため、まずは皮膚科を受診して診断をしてもら
いましょう。そして適切な治療を根気よく続けるこ
とが大切です。治療薬が効いて治ったように見えて
も、皮膚に白癬菌が潜んでいることもありますから、
完治したか否かも皮膚科で判断してもらいましょう。
　プールの足拭きマットなどで白癬菌が足に付着し
ても、感染するまで
時間がかかるので帰
宅したら予防のため
に、せっけんを使っ
て足を丁寧に洗って
ください。靴や農作
業で履く長靴などは
２日続けて履かず、
履いたら乾かすこと
も心がけましょう。

高温多湿の時期に注意したい水虫

　
西
瓜
（
ス
イ
カ
）、
南
瓜
（
カ
ボ
チ
ャ
）、

胡
瓜
（
キ
ュ
ウ
リ
）、
越
瓜
（
シ
ロ
ウ
リ
）、

糸
瓜
（
ヘ
チ
マ
）
な
ど
、
ウ
リ
科
の
野
菜

に
は
漢
字
の
読
み
が
面
白
い
物
が
多
く
あ

り
ま
す
。
ト
ウ
ガ
ン
は
冬
瓜
と
書
き
ま
す

が
、
冬
に
取
れ
る
か
ら
で
は
な
く
、
夏
に

収
穫
し
て
冬
ま
で
貯
蔵
で
き
る
の
で
こ
の

名
前
が
付
き
ま
し
た
。

　
生
育
適
温
25
～
30
度
の
高
温
性
で
栽
培

期
間
も
長
い
の
で
、
夏
が
短
い
寒
地
（
年

平
均
気
温
が
９
度
未
満
の
地
域
）
で
の
栽

培
は
難
し
い
で
す
。
栽
培
が
盛
ん
な
亜
熱

帯
（
同
18
度
以
上
）
の
沖
縄
で
は
「
シ
ブ

イ
」
と
も
い
い
、「
シ
ブ
イ
」
の
４
と
「
ト

ウ
ガ
ン
」
の
10
で
４
月
10
日
を
「
と
う
が

ん
の
日
」
に
し
て
い
ま
す
。

　
ト
ウ
ガ
ン
の
原
産
地
は
東
南
ア
ジ
ア
の

熱
帯
で
、
中
国
に
は
３
世
紀
ご
ろ
に
伝
わ

り
、
種
子
も
消
炎
や
利
尿
な
ど
の
薬
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
に
は
５

世
紀
ご
ろ
に
伝
わ
り
、
奈
良
時
代
に
は
食

さ
れ
て
い
た
と
い
う
木
簡
が
あ
り
ま
す
。

　
品
種
に
は
大
玉
系
（
10
㎏
程
度
）、
中

玉
系
（
５
㎏
程
度
）、小
玉
系
（
１
～
２
㎏
）

が
あ
り
ま
す
。
果
形
は
長
楕
円（
だ
え
ん
）

形
と
丸
形
が
あ
り
、「
長
ト
ウ
ガ
ン
」
は

70
㎝
以
上
の
果
長
に
な
り
ま
す
。
大
玉
系

の
カ
ッ
ト
売
り
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近

年
は
小
家
族
で
も
一
度
に
使
い
切
れ
る
小

玉
系
が
人
気
で
す
。

　
未
熟
の
多
く
の
ト
ウ
ガ
ン
の
果
皮
に
は
、

触
る
と
痛
い
く
ら
い
の
産
毛
が
生
え
て
い

て
、
熟
す
に
つ
れ
て
産
毛
は
落
ち
て
い
き

ま
す
。
完
熟
す
る
と
ブ
ル
ー
ム
（
果
粉
）

と
い
う
白
い
ろ
う
状
粉
を
吹
き
ま
す
。
ブ

ル
ー
ム
は
キ
ュ
ウ
リ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
に
も

発
生
し
、
人
体
に
は
無
害
で
す
。
キ
ュ
ウ

リ
と
同
じ
よ
う
に
、
艶
々
の
ブ
ル
ー
ム
レ

ス
ト
ウ
ガ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　
果
実
の
95
％
は
水
分
で
、
カ
リ
ウ
ム
や

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
多
く
含
み
ま
す
。
カ
ロ

リ
ー
も
低
く
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
向
く
野

菜
で
す
。
皮
と
ワ
タ
を
除
い
た
部
分
を
利

用
し
ま
す
。
果
肉
は
柔
ら
か
く
、
淡
泊
な

味
な
の
で
、
昆
布
や
か
つ
お
節
な
ど
の
だ

し
が
よ
く
染
み
ま
す
。
体
温
を
下
げ
る
働

き
も
あ
り
、
豚
肉
と
の
料
理
を
食
べ
る
と

夏
バ
テ
防
止
に
な
り
ま
す
。

トウガン
（ウリ科トウガン属）

イラスト：宮下めい子

イラスト：吉田静佳
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Q小林先生の法律相談 A
　
相
続
が
開
始
さ
れ
て
も
、
遺
産
分

割
協
議
が
成
立
せ
ず
、
ま
た
遺
産
で

あ
る
不
動
産
に
つ
い
て
、
関
心
が
な

く
、
相
続
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移

転
登
記
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
十
数

年
経
過
す
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
い
わ
ゆ
る
「
空
き
家
」
に

つ
い
て
登
記
簿
か
ら
所
有
者
を
調
べ

て
も
、
十
数
年
も
前
の
ま
ま
で
、
登

記
簿
上
か
ら
現
在
の
所
有
者
を
確
認

（全体運）うっかり口を滑らせないようご用心。頼られ過ぎて困る場合が。助けてほしいときはあなたからもSOSを出して
（健康運）冷たい物の取り過ぎに注意。胃腸をいたわって
（幸運の食べ物）スルメイカ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
の

所
有
者
を
確
認
す
る
た
め
に
は
戸
籍

謄
本
を
一
つ
ず
つ
調
査
し
て
追
跡
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
費
用
と
時
間
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
所
有
者
不
明
の

不
動
産
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
住
宅

環
境
の
悪
化
を
は
じ
め
、
公
共
事
業

や
災
害
対
策
の
実
施
等
に
支
障
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
相
続

を
原
因
と
す
る
不
動
産
登
記
手
続
き

が
、
現
行
で
は
法
的
な
義
務
と
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
所
有
者

不
明
の
不
動
産
の
発
生
を
防
止
し
、

現
在
の
所
有
者
を
登
記
簿
の
記
載
か

ら
容
易
に
調
査
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
相
続
を
原
因
と
す
る
不
動
産

登
記
手
続
き
を
義
務
と
す
る
不
動
産

登
記
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
原
則

と
し
て
、
相
続
や
遺
贈
を
原
因
と
し

て
所
有
権
移
転
が
行
わ
れ
た
場
合
に

は
、
例
え
ば
、
遺
産
分
割
協
議
が

成
立
し
所
有
権
を
取
得
し
た
場
合

や
、
遺
贈
に
よ
り
所
有
権
移
転
が
行

わ
れ
た
場
合
な
ど
、
そ
の
時
か
ら
三

年
以
内
に
所
有
権
移
転
登
記
を
行
う

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
自
己
の
た
め
に
相
続
開
始
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
か
つ
被
相
続

人
所
有
の
不
動
産
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
た
日
か
ら
三
年
以
内
に
、
法
定

相
続
分
に
応
じ
た
共
同
相
続
登
記
手

続
き
を
行
う
か
、
若
し
く
は
、
当
該

不
動
産
の
相
続
人
の
一
人
で
あ
る
こ

と
を
法
務
局
に
申
し
出
て
、
新
た
に

設
け
ら
れ
た
相
続
人
申
告
登
記
を
行

う
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
し
た
。
正
当

な
理
由
が
な
く
こ
れ
に
違
反
す
る
と
、

一
〇
万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。
共
同
相
続
登
記
は
、
全
て
の

共
同
相
続
人
を
調
べ
て
、
か
つ
共
同

相
続
人
の
法
定
相
続
分
に
応
じ
た
共

有
持
分
登
記
手
続
き
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
相
続
人
申
告
登
記
は
、

相
続
人
で
あ
る
こ
と
さ
え
戸
籍
謄
本

に
よ
っ
て
証
明
で
き
れ
ば
、
登
記
手

続
き
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

簡
易
に
相
続
人
申
告
登
記
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
遺
産
分

割
協
議
が
成
立
す
る
等
し
て
所
有
権

移
転
が
確
定
し
た
と
き
は
、
遺
産
分

割
協
議
成
立
時
か
ら
三
年
以
内
に
、

相
続
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
登

記
を
行
う
こ
と
が
義
務
と
さ
れ
ま
し

国
債
の
ご
案
内

■中期利付国債（５年）
　入札日　令和４年７月12日㈫
■中期利付国債（２年）
　入札日　令和４年７月28日㈭
■長期利付国債（10年）
　入札日　令和４年８月２日㈫

利率、その他詳しくは
本支店窓口にお問い合わせ下さい。

Question

た
。
こ
の
登
記
手
続
き
の
義
務
化
は
、

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
す
。
改
正
法
施
行
日
当
時
、
遺
産

分
割
未
了
の
不
動
産
が
あ
る
と
き
に

は
、
法
施
行
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
、

上
記
共
同
相
続
登
記
若
し
く
は
、
相

続
人
申
告
登
記
を
行
う
こ
と
が
義
務

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

所
有
権
移
転
登
記
を
し
た
後
、
登
記

簿
記
載
の
住
所
を
移
転
し
た
場
合
に

は
、
当
該
住
所
を
変
更
し
た
日
か
ら

二
年
以
内
に
住
所
変
更
登
記
を
す
る

こ
と
も
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　相続を原因とする不動産
の所有権移転登記は、一定
期間内に登記手続を行うこ
とが義務づけられると聞き
ましたが、どのようなこと
ですか？
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　支店から あれこ れ

　
今
回
は
、
矢
島
町
の
「
鈴
宮

神
社
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
鈴
宮
神
社
は
、
元
々
古
墳
で

あ
り
明
徳
元
年（
一
三
九
〇
年
）

に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
罔
象
女

命
（
ミ
ズ
ハ
ノ
メ
ノ
ミ
コ
ト
）

（全体運）信頼できる人に話を聞きに行って。明るい兆しが見えています。こうでなければと決め付けて考えないように
（健康運）ハードなスポーツを楽しめます。散歩も吉
（幸運の食べ物）ナス

－京ヶ島支店－

鈴宮神社（矢島町）

「
水
の
女
神
」
と
大
山
祗
命
（
オ
オ

ヤ
マ
シ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）「
山
々
の
精

霊
を
総
括
す
る
神
」
を
祀
っ
て
い
ま

す
。

　
敷
地
内
に
は
立
派
な
水
道
記
念
碑

が
建
て
ら
れ
て
い
て
そ
こ
に
は
こ
の

よ
う
な
伝
説
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
昔
、
こ
の
あ
た
り
に
住
む

人
々
は
、
生
活
用
水
を
井
野
川
に

頼
っ
て
い
ま
し
た
。
毎
日
川
ま
で
水

を
汲
み
に
行
き
、
家
ま
で
運
ぶ
の
が

大
変
重
労
働
で
し
た
。
そ
ん
な
あ
る

日
の
こ
と
。
見
知
ら
ぬ
旅
の
僧

が
、
持
っ
て
い
た
杖
の
先
で
水

の
出
る
場
所
を
七
ケ
所
指
し
ま

し
た
。
村
人
が
言
わ
れ
た
通
り

に
掘
っ
て
み
る
と
、
清
ら
か
な

水
が
湧
き
出
て
き
、
そ
の
一
つ

が
鈴
宮
の
井
戸
で
し
た
。
そ
の

旅
の
僧
は
弘
法
大
師
で
、
こ
れ

ら
の
湧
水
は
「
弘
法
の
七
ツ
井

戸
」
ま
た
は
「
矢
島
の
七
ツ
井

戸
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　
ま
た
、
鈴
宮
神
社
境
内
に
は

立
派
な
桜
の
木
が
あ
り
、
春
に

な
る
と
近
隣
住
民
や
通
勤
通
学

な
ど
で
通
る
方
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。
東
部
カ
ン
ト

リ
ー
の
西
側
に
位
置
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
是
非
お
近
く
に
お

立
ち
寄
り
の
際
は
、
古
代
ロ
マ

ン
の
香
り
を
感
じ
て
み
て
下
さ

い
。

（
京
ヶ
島
支
店
通
信
員
）

ＪＡファームたかさきでは、新規就農者の受入れ・研修・相談・作業見学を随時行っています。
連絡は営農部営農課（ＴＡＣ）まで。　☎０２７－３５２－５１２６

７月・８月作業予定
キャベツ（新藍）の播種 ７月下旬 ブロッコリー（おはよう等）の播種 ８月上旬
夏葱の収穫 ７月下旬 夏葱・冬葱の管理 ７月・８月

ＪＡファームたかさき通信

鈴宮神社

○新規農業者や野菜の播種から収穫・出荷作業など、農業に興味がある方大募集
　お問い合わせ　☎０２７－３５２－５１２６　ＪＡファーム（担当：深澤）
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お　知　ら　せ INFORMATION

（全体運）もめそうになってもあなたの対応一つでトラブルにせず済ませられます。重要な役割を任される予感も
（健康運）無理は禁物。ハーブティーでリラックス
（幸運の食べ物）トウモロコシ

西部農業事務所から

経済部 経済企画課から
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お　知　ら　せ INFORMATION

金融共済部 推進課から経済部 開発相談課から

（全体運）良好です。一つずつ状況が改善していきます。会話の機会を多く持つよう心がけましょう。楽しい発見があるはず
（健康運）野菜たっぷりのメニューで元気はつらつ
（幸運の食べ物）ピーマン

《
日
　時
》

●
７
月
８
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
７
月
22
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
８
月
10
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分

●
８
月
26
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
弁
護
士
》

●
ゆ
う
あ
い
綜
合
法
律
事
務
所

　
・
弁
護
士
　
小 

林 

優 

公

無
料
法
律
相
談
日

《
日
　時
》

●
７
月
15
日
㈮
　
午
後
２
時
～

●
８
月
19
日
㈮
　
午
後
２
時
～

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
税
理
士
》

●
干
川
会
計
事
務
所

　
・
税
理
士
　
干 

川 

芳 

男

《
予
約
・
問
合
せ
》

　
経
済
部
　
開
発
相
談
課

※ 

ど
ち
ら
の
ご
相
談
に
関
し
て
も
予
め

電
話
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
５
２

－

５
２
９
２

無
料
税
務
相
談
日

年金無料相談会年金無料相談会
「年金」について、疑問はありませんか？

☎027－346－5547
開催時間９：00～12：00

八幡支店７月16日（土）
開催店舗

☎027－346－2216
開催時間９：00～12：00

岩鼻支店８月20日（土）
開催店舗

年金の専門家（社会保険労務士）を招いて
個別に相談を承ります。

企画管理部から

組合員資格の確認について
組合員資格の確認について（お願い）
○組合員資格のご確認をお願いいたします
　組合員のみなさまの住所・氏名などの変更または組合員資格に変更がないかご確認をお願いい
たします。
　以下に該当する方は、お手数をおかけいたしますが、最寄りの支店までご連絡をお願いいたし
ます。
１．准組合員から正組合員へ
　①　農業経営にかかる耕作面積に異動があり、農業を営む個人の方
　②　1年のうち60日以上農業に従事するようになった方
２．正組合員から准組合員へ
　①　農業経営にかかる耕作面積に異動があり、農業を営まない個人の方
　②　1年のうち60日以上農業に従事しなくなった方
３．その他
　①　相続による名義変更等が必要な方
　② 　農用地利用集積計画に基づき利用権を設定したことにより、上記２の①、②のいずれかに

該当する方は一定の場合、正組合員資格が継続できます。



　毎回多数の応募を頂いております 
「ＪＡだより頭の体操」の賞品は、ＪＡ
オリジナル商品「高崎うどん」を毎回
抽選で５名の皆様にお
贈りします。高崎産小麦
100％のこだわりのうど
んを是非御賞味下さい。

（尚、当選者には引換券
をお送りしますので、お
近くの「グル米四季菜館」
でお取換え願います。）

今月の問題組合員のみなさま、全員が応募出来ます。

まちがい
さがし
出題・イラスト
酒井栄子

JAだより頭の体操

⓯

応募のお知らせ

理
事
会
だ
よ
り

６
月
28
日
㈫
開
催

議
　事

第
１
号
議
案
　 

令
和
４
年
度
第
１
四
半
期
仮
決

算
結
果
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
　 

令
和
３
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
誌
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
　 

購
買
業
務
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

第
４
号
議
案
　 

Ｂ
エ
リ
ア
基
幹
店
舗
増
築
計
画

決
定
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　
役
員
報
酬
に
つ
い
て

第
６
号
議
案
　 

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に

つ
い
て

第
７
号
議
案
　
夏
季
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

第
８
号
議
案
　
大
口
貸
出
金
に
つ
い
て

第
９
号
議
案
　 

経
営
実
績
の
月
例
検
討
に
つ
い

て
　
梅
雨
が
明
け
る
と
本
格
的
な
夏

の
到
来
で
す
。
暑
さ
に
慣
れ
て
い

な
い
こ
の
時
期
は
、
熱
中
症
の
注

意
が
必
要
で
す
。

　
熱
中
症
は
炎
天
下
で
の
作
業
中

に
発
症
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
熱
の
逃

げ
場
の
な
い
閉
め
切
っ
た
室
内
や
車
内
で
も
注

意
が
必
要
で
す
。
冷
房
を
上
手
に
使
い
、
こ
ま

め
に
水
分
補
給
を
心
掛
け
る
な
ど
、
暑
さ
か
ら

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

上佐野町
小出　洋子 様
下斉田町
田口　純子 様

６月号の当選者
おめでとうございます

上滝町
萩原　秀秋 様
浜川町
中澤　幸代 様

玉村町板井
羽鳥　英明 様 （今月の応募数20通）

◆応募方法：E‒MAIL・ＦＡＸ・郵便ハガキのいずれかの方法でご応募下さい。
　　　　　　 必要事項（答え、住所、氏名、電話番号）を記入の上、下記あて先までお送り

下さい。正解者の中から抽選で５名のみなさんに、ＪＡオリジナル「高崎うどん」
をプレゼントします。ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想をお待ちしております。

◆あ て 先：（E‒MAIL）homepage@takasaki.jagunma.net
　　　　　　（Ｆ Ａ Ｘ）027－352－7104
　　　　　　（ハ ガ キ）〒370－0018　高崎市新保町1482
　　　　　　　　　　　 ＪＡたかさき「ＪＡだより頭の体操」係
◆締め切りと正解者発表：７月15日の消印まで有効とし、正解者発表は８月号に掲載予定です。
【個人情報の取扱い】
　ご応募戴いたE‒MAIL・ＦＡＸ・ハガキは、抽選と商品発送以外の目的には使用いたしません。

■右のイラストには左のイラストと違う部分が５カ所あります。
　間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

◆ 　　　　　　　　　　 ◆
先月号の答え
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編
　

集
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編
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会
　

Ｔ
Ｅ

Ｌ
／

0
2

7（
3

5
2

）5
2

8
8

㈹
発

　
行

／
　 高

崎
市

農
業

協
同

組
合

〒
3

7
0

－
0

0
1

8

材 料

組
合

員
に

寄
り

添
い

地
域

の
発

展
に

貢
献

す
る

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
た
か
さ
き

シェフ永井のおすすめ

茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフ

永
井
　
智
一

（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

タケノコ…………… 1/4本
（下ゆでして縦に４等分したもの）
フルーツトマト…… 1/2個
ズッキーニ………… 1/8本
マッシュルーム……… １個
ホタルイカ（ホタテでも可）
　…………………… …５尾
タイム………………… ２本
オリーブ油……… 大さじ２
塩・こしょう………… 適宜
パルメザンチーズ … 大さじ１

１人分

7
JA

た
か

さ
き

7
月

号
（

第
3

5
3

号
）

2
0

2
2

年
7

月
1

日
発

行

作
り
方
　
❶
タ
ケ
ノ
コ
は
皮
か
ら
外
し
、

ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
と
共
に
大

き
め
の
さ
い
の
目
に
切
る
。
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
は
半
分
に
、
ホ
タ
ル
イ
カ
は
目
と
く
ち
ば

し
を
外
し
て
お
く
。

❷
ボ
ウ
ル
に
①
の
材
料
を
入
れ
塩
・
こ
し
ょ

う
し
、
オ
リ
ー
ブ
油
と
パ
ル
メ
ザ
ン
チ
ー
ズ

を
入
れ
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

❸
タ
ケ
ノ
コ
の
皮
に
混
ぜ
合
わ
せ
た
材
料
と

タ
イ
ム
を
の
せ
、
１
８
０
度
に
熱
し
た
オ
ー

ブ
ン
で
７
〜
８
分
焼
き
上
げ
て
出
来
上
が
り
。

　
今
回
は
綿
貫
町
に
お
住
い
の
中
澤
統
祥
さ

ん
・
幸
子
さ
ん
ご
夫
婦
を
紹
介
し
ま
す
。

　
中
澤
さ
ん
は
現
在
、
米
１
１
０
㌃
、
小
麦

１
１
０
㌃
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。
麦
生
産
者

が
減
少
傾
向
に
あ
る
岩
鼻
支
店
管
内
に
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
ま
た
10
年
以

上
に
渡
り
、
毎
朝
子
供
た
ち
の
為
に
交
通
安

全
指
導
員
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
奥
様
の
幸
子
さ
ん
は
統
祥
さ
ん
が
退
職
さ

れ
る
ま
で
統
祥
さ
ん
の
代
わ
り
に
農
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
２
人
で
農
業
を

行
い
な
が
ら
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
女
性
会
の
会
長

と
し
て
、
ま
た
農
業
委
員
と
し
て
Ｊ
Ａ
た
か

さ
き
や
地
域
農
業
の
為
ご
活
躍
さ
れ
、
ご
夫

婦
共
に
忙
し
い
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
統
祥
さ
ん
は
趣
味
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
カ
ラ
オ
ケ
に
、
幸
子
さ
ん

は
お
孫
さ
ん
た
ち
と
遊
ぶ
時
間
を
楽
し
ん
で

い
き
た
い
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
益
々
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
岩
鼻
支
店
通
信
員
）

地
域
の
為
に
・
二
人
三
脚

ー
綿
貫
町
　中
澤
統
祥
さ
ん
・
幸
子
さ
ん
ご
夫
妻
ー

タケノコの
香草焼き


